
特 集2

07 FLOW | No.50 | August, 2012 August, 2012 | No.50 | FLOW 08

FLOW´S BEST

活躍する卒業生

卒業生版

母校で２月に講演し、生徒たちと

えんにゅう  ひかり

がい  せん

いくＳＦ風の冒険活劇です。「この作品に懸けよう」と意気込んでい
た川岡さんに対し、本広監督からのアドバイスは「もっと丸くなって
もいいんじゃないか」。その言葉に、とがった演技をしようと意識し
過ぎていたことを自覚。同年代の出演者とコミュニケーションして
いるうちに、「この空気を受け入れて、肩の力を抜いて演じたらい
いんだという気持ちになれました」
　そして今思うのは、「役者も仕事以外は一般の人と同じように過
ごしている。誇張せずに、普通の人を等身大で演じたい」というこ
と。同時に、「役者なんて世の中に必要ではない職業かもしれな
い。だけど、文化や芸能は人生を豊かにする、大事なもの」と誇りも
感じています。震災の後、チャリティー公演などに尽力する先輩俳
優の姿に、社会に与える影響力を実感し、「自分も社会貢献できる
俳優になりたい」と奮起。今後は「人間の愚かさや社会の汚れた部
分なども表現する深い作品で演じてみたい」と話します。
　今年２月、中学時代から友人の常盤教諭が常翔学園高に勤めて
いることが縁で母校を訪ね、２年生を対象に講演しました。「俳優業
は一寸先は闇。常に危機感を抱いています。実際、役者だけで食べ
ていけない時は日雇い労働も経験しましたが、どんな境遇でも人
生を楽しめる人が勝つと信じています。一見無謀な夢でも、自分が
やりたいという強い気持ちさえあれば何とでもなります。どんな道
に進むにしても、情熱と目標を持って走り続けてください」と、後輩
たちにエールを送りました。４月には学園９０周年の歴史を紹介す
るDVDの制作でナビゲーターを務めるなど、母校とも新たな形で
絆を深めています。
　今後、どのような人を演じ、役者としての存在感を高めてくれる
のか。さらなる飛躍が楽しみです。

　スリムな長身にさわやかな笑顔。落ち着いた深みのある声もす
てきな川岡さん。高校時代は、建築学科進学を目指す真面目な生
徒でした。進路希望が変わったのは、3年生の夏。メンズ雑誌に顔
写真が掲載されたことをきっかけにメディアとの接点が生まれ、俳
優に興味を持つようになったそうです。「もともと映画や漫画など
ストーリーのあるものが好きで、そういう中に自分も入り込めたら
面白いだろうなと。建築への興味も同じですが、ものづくりが好き
なんでしょうね。若さ故か、根拠のない自信もありました」。思い立
ったが吉日で、オーディションを受けるために履歴書を送り続けた
と言います。ある時、それが両親に見つかって、大げんかに。３年間
担任だった大谷教諭の助言もあり、いったん専門学校へ進学しま
すが、テレビ出演が決まるとあっさり中退し、上京したそうです。
　ドラマや映画のレギュラー出演のオファーがあり、好調なスター
トを切りましたが、胸の内では「どうやったらもっと売れっ子になれ
るのだろう？どう演じればいい？」と葛藤が続きました。自分なりに
役づくりを解釈しても、監督や演出家に求められるものが違えば、
変えていかなければならない。「自分って何なんだろうと“答えの
出ない旅”をさまよっていました」
　それでも続けられたのは、「演じることが好きだから」。2005年
公開の映画『サマータイムマシン・ブルース』への出演で転機を迎

えます。『踊る大捜
査線』シリーズで人
気となった本広克
行監督の作品で、香
川県のロケ地でス
タッフ全員、寝食を
共にしながら超低
予算で作り上げて

映画を、これから社会に出ていく出身校の皆さんに見ていただけ
たことがすごくうれしい」とあいさつ。ラグビー部主将の山田有樹
君から「三池さんは高校時代、ラグビー部に所属していたと聞いた
のですが本当ですか」との問いに、「ラグビーをやりたくて入学した
ものの、故荒川監督をはじめ野獣のようなコーチ陣の先生。全国
からすごい選手も集まっていて『これはまずい』と、１年生の夏合宿
前に辞めてしまった」と当時のエピソードを披露しました。
スーパーコースの遠入光さんからの「お二人が仕事をするに当
たって一番大切にしていることは何ですか」と“真面目な”質問に、
三池監督は「僕がいたころとはずいぶん違う学校になったなあ」と
笑いを取りながら、「ラグビーで挫折した後も学業など現実から逃
げ続け、逃げられなくなった時に映画と向き合った。皆さんも明日
の試験から逃げずに頑張ってほしい」と語りました。主人公の太賀
誠役を演じた妻夫木さんは、何となく芸能界に入ったため、最初は
芝居が思うようにできなかった経験談を紹介。「悔しくてがむしゃら
にやって、生きがいを感じるようになった。皆さんも失敗を恐れず
に前に進んでほしい」とエールをいただきました。
最後に生徒代表として、映画の主人公と同じ名前の幾間愛さん

と小川誠君が三池監督と妻夫木さんに花束を贈呈。会場に来れな
かったもう1人の主人公・早乙女愛役の武井咲さんには、ラブメッ
セージボードを贈ったほか、会場の生徒全員がメッセージを書いた
ハート型のコメントカードを、同日夜に東京で行われたジャパンプ
レミアで合流する2人に託しました。三池監督は「いい思い出にな
った。この学校出身で良かった。皆さんが将来、今日のことを思い
出すことがあったら、この映画と一緒にとどめてもらえたらうれし
い」と感想を述べ、会場を後にしました。
三池監督は、映画は最終的に劇場によって完成すると話します。

３年生の夏、全員でこの映画を鑑賞し、偉大な先輩からメッセージ
を受け取った生徒たちには特別な思い出が刻まれたようです。

　日本を代表する著名な映画監督の三池崇史氏（７９年大阪工大
高卒）が６月１３日、新作『愛と誠』（同１６日公開）のキャンペーン
で母校の常翔学園高に凱旋しました。この作品は、１９７０年代
に連載された梶原一騎・ながやす巧原作の人気漫画を昭和の雰
囲気を表現するため、当時の歌謡曲を使ってミュージカル風に演
出した「純愛大河ロマン」で、第65回カンヌ国際映画祭にも出品
された話題作です。配給元の角川書店の協力によりＯＩＴホールで
行われた試写会に同高校３年生４６３人を招待。上映後に舞台あい
さつと交流の場を持ちました。主演の妻夫木聡さんもサプライズ
ゲストで登壇。会場内は生徒たちの大歓声と拍手で包まれました。
　

三池監督「現実から逃げずに」
妻夫木さん「失敗を恐れず前に進んでほしい」

三池監督が母校を訪ねたのは卒業後初めてで「淀川の堤防のに
おいが懐かしい」と感慨もひとしおの様子。新しくなった校舎を見
て母校の変わりように驚くとともに、その発展ぶりを喜んでいまし
た。「ちょうど３３年前、この学校を卒業したのですが、大人になって
たまたま映画監督になれた私が、思い切って楽しみながら作った

川岡 大次郎 さん

●かわおか・だいじろう
９６年3月大阪工大高卒。９７年から映画やテレビドラマ、舞台、ＣＭなどに
多数出演。最近の主な出演作は、NHK大河ドラマ『龍馬伝』（高松太郎役）、
同連続テレビ小説『カーネーション』（河瀬譲役）など。大阪府出身。３４歳。

　大阪工大高（現常翔学園高）を卒業してから、映画やドラマ、舞台
などで活躍中の川岡大次郎さん。6月にはなんばグランド花月で『吉
本百年物語』の舞台にも挑戦し、好評を博しました。がむしゃらに表
現者としての在り方を今も模索中。１５年の役者人生を振り返り、夢
をあきらめないことの大切さなどを語ってくれました。
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花束を贈呈する
幾間愛さん（左）と小川誠君

生徒からの質問に答える三池監督

三池崇史監督が母校に凱旋

舞台あいさつをする三池監督

ＯＩＴホールで『愛と誠』試写会
常翔学園高生徒たちと交流


